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く研究室活動報告>
茨城県大子町と「地域と教育j研究会の連携に向けた調査報告
1 さはら小学校での活動報告
夢道場田植えに参加して
1 -1 .活動概要
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4月 16日に、さはら小学校の4----6年生によって田植えが行われた。 4人の学生が参加し、
児童の中に入りともに田植えを行った。回関は学校田として長年農家の方から借りており、田
植えの指導でも近隣の農家や保護者の方々のご協力を受けた。この後もサポートを受けながら
児童によって稲刈りや脱穀まで、行われ、秋に行われる「親子ふれあいの集しリにて保護者や関
係者にふるまわれる。この活動は「夢道場jの一環であり、農産物の生産や販売を体験する学
習活動である。
1 -2. 感想と考察
体中泥だらけにしながらみんなで一列になって手植えをしていった。田植えの経験がある子
も多く、率先して種籾を植えていた。彼らは初対面の大学生にもE害賠なくダメ出しをしてくる
ため、非常に楽しい体験となった。田植えが終わると、足を洗うための用水路で、早速遊びだ、し、
足がきれいになっても裸足の感触を楽しんでいる様子だ、った。こういった経験が乏しいものに
とっては、ありきたりな感想ではあるが、子供たちに逗しさを感じた。
校内を見学した際に、「夢道場jの活動内容の掲示を見つけた。その書き込みからは、上級生
が先頭に立って学校全体で農業に取り組む様子が見られた。特に印象深いのは、児童一人ひと
りが自らの意思で動いていることで、あった。図2にあるような不特定多数への呼びかけがあっ
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たとしても、個人がその呼びかけに応じることは大抵難しい。だが彼らは、図3にあるれんら
くカードを通じてやりたいこと、やってほしいことを主張している。
おそらく彼らの原動力となっているのは、個々に振られた役割や責任だろう。農業という一
つの呂的が全体で共有され、役割分担や責任の所在が明らかにされているため、それを達成す
るために必要なことを一人一人が考え、その意見を全体に主張し、それに対して全校が協力す
ることができているのだと推察される。
図2今年度新たに導入された技術部
図1 さはらファミリ一会社の掲示 図3 れんらくカード
1 -3. 昨年度の「課題と提案Jを受けて
昨年度の『若渓社会教育研究J第4号には、今後の課題として「なんとなく楽しむj次元か
ら脱却し、「学問的に参与していくJことの必要性が言及されていた。研究室としての大子町で
の活動はすでに4年目になる。学生主体のプロジェクトも始まり、これまで課題とされてきた
「お客さんJとしてではなく、「学生Jとしてできることが実現され始めた。
確かに、訪問するからにはその訪問に意味を持たせることは必要である。ただ意味もなく参
加して、終始受け身の態度でいることは避けなければならない。
しかし、だからといって全ての関わりに学問的な意味を持たせようとすることには疑問を感
じる。そこでの体験や経験を純粋に楽しむことができなくなる可能性があるからである。学問
的意味を見出すということは、ある特定の観点や批判的な視点でものを見るということであり、
その地域本来の特性や実情把握が困難になってしまうおそれがある。
事前に活動の意義や目的を共有して行っても、実際に訪れてみると予想外の展開になること
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が多い。意気込んで行くと空回りに終わったり、それほど重要に思っていなかった出来事が、
後々大きな収穫で、あったと気づかされたりする。一年を通じて大子町を訪問する中で、何度か
このような経験をした。その原因のーっとして、事前のイメージと事後のイメージのギャッフ。
があげられる。
さらに、信頼関係の有無によって、調査において得られる情報量も変わってくる。ある程度
の面会を重ねた後では お互いの意見の交流や共有も済んでいるため、より深みのある調査も
可能となってくる。
以上の点を踏まえると、訪問に学問的意義を持たせる以前に、地域に飛び込み、身をもって
体験し、地域の人々と関わり合いになることが必要だと考えられる。そして、その結果として
「なんとなく楽ししリとしづ感想が出ることは、嘆かわしいことではなくむしろ、その地域に
おける調査の第一歩を踏んだことと同義になるのではないか。
研究室としての研究成果や課題といった情報は蓄積し、事前に共有することはできるが、そ
れまで築いてきた個人的な信頼関係までは完全には引き継ぐことはできない。 4月になるとま
た新たなスタートを切らなくてはいけないのは避けることのできない事実である。結局信頼を
築くとしづ作業は個人の負うところが大きい。
ある程度の信頼や関係性を築き、その地域のおかれた状況を十分に把握した上で、そこに浮
かび上がる課題を見出し、探求していくことが、地域と学生相互の利益にもつながるのではな
いだろうか。
「学問的に参与Jすることは十分条件であるが、その前提として「なんとなく楽しむj とい
う必要条件があるはずである。
(近藤雄介)
2. さはら小学校での活動報告
夢道場道の駅での野菜の販売活動(7月 27日)と前日準備
2 -1.活動概要
さはら小学校独自の活動 f夢道場jの一環として、児童自ら育てた野菜を、児童自ら販売す
る活動を行っている。例年7月には道の駅での販売活動となっている。
学生は前日の準備から販売当日まで参加し、児童のサポートをした。
2-2. 活動時の児童の様子
まずは学校農菌「のびっこ菌Jから販売できる野菜を収穫に行った。そこでは収穫用の道具
を使ってスイカやカボ、チャなどを刈り取る、たくましい児童の姿が見られた。その後袋詰めや
値キしつけを先生の助言、大学生のサポートのもと進めた。また、その間「広報部Jの先輩は看
??「 「?
板の作成やチラシの色塗りなど、を行っており、少人数の学校の中で縦割りの役割分担が活きて
し1るのが見られた。
当日は高学年の児童を中心に野菜とお金のやり取りをして、販売を行っていったO 他の児童
は作成したチラシの配布をしながら、道の駅にいる人々に対して野菜の販売をしているという
アピールをする役目があった。恥ずかしがって小さな声でしか呼び込みができない児童も多か
ったが、 4""'5人の組になって懸命に道の釈の中を歩き回っていた。
この日は天候が不安定で、販売活動中に雨に降られてしまった。客足が伸びず心配されたが、
父兄や学校関係者の購入が多く、無事完売した。ふるまわれていた流しそうめんを低学年の児
童から!頃番に食べることもでき、最後の記念撮影では児童たちの充実感のある笑顔が見られた。
2-3.感想と考察
私自身初めての大子町で、の活動参加で、あった。夢道場とし1う機会で全校生徒の活動の輸の中
に入札さはら小学校の教育を体感することができた。
活動の中で、児童たちはどうしたら良し1か分からずに萎縮した様子を見せることもあるし、
ときにぶつかり合いをしてふてくされもする。そのそばで私たち学生が、どのような働きかけ
をしたら効果的なのか。夢道場での私たちの活動は、さはら小学校の教育課程の中に参加して
いる形であるが、外部から参加する大学生としての行動がそれにプラスアルファの貢献をする
ことができたら良いのではないだろうか。学生各々が自分の経験や考えることをもとに、児童
やその活動に対して行動していくことが求められるのだと思う。大学生というのは大子町の子
どもたちが普段接することのない存在であり、それだけで私たち自身が意図せずに与える影響
もあるはずである。
販売活動については、予想していたよりも子どもたちは主体的で、はなかったように患う。先
生の指示と父兄や学校関係者による野菜の購入としづ協力が大きく、そのサポートのもとで販
売の経験をしたことになる。
野菜の販売は夢道場の一部分であり、それも野菜収穫後の締めくくりとも言えるイベントで
ある。華々しく、成功としづ結果も見られやすい。しかし児童にとっての教育的効果を考える
際により重要なのはそれまでの野菜を育てる過程や、販売の計画を立てる段階、あるいは販売
後の児童の振り返り等なのではないか。私たち大学生が参加するのは販売活動のような特別な
機会に偏ってしまうが、そこでできることには限界があると気付いた。
作業のなかでさはら小学校の児童と接し、また宿泊込みの日程の中で大子町を見て回れたこ
とは私にとって収穫で、ある。まずは娘られた機会を自分なりに最大限活かしていきたいと思っ
た。
???
?
2-4. 今後の大子町での活動について
大子町の特に教育委員会の方々には、私たちの研究会に対して提案や企画実施の自由をかな
り大きく与えて頂いている。そのため、「限界があるjとして言い訳だけをしていくわけにはい
かないと思う。
3月の初めにも大子町を訪れ、ひな祭りで賑わう中心商j苫街の様子を見ることができた。観
光資源にも恵まれ、町の活性化に熱心な大子町である。与えて頂いている機会のありがたさを
理解しながら、協力できることと、私たちがやりたいことを試行委告呉していきたいと思う。
(下回春奈)
3. rさはらのCMを作ろうJプロジェクト活動報告
3 -1.概要
さはら小学校のCMを作ろうとしづ呼びかけのチラシ(図1)を
作成、配布して参加者を募った。 C地づくりにあたり C討には「伝え
たいJことがあることを教え、何を伝えたいのかを考えてもらっ
た。その後、 CMを作り、撮影会を行った。
3-2.内容
7月25S '"-7月29日にかけて企画、撮影、編集、撮影会を行った。
三組に別れて「夢道場を通じて伝えたいことムパ中良くするこ
とJ、「野菜を育てるJとしづ内容で撮影を行った。企画、撮影は
子どもが中心となったが、編集の大半は大学生のみで 図1 チラシ
3-3.感想、考察
さはら小学校一大子町教育ポータノレサイト 1の2013年7月26Sの日誌を見ると夢道場の宣伝
動画がある。 2012年度からドキュメンタリ一、 CM作りなど撮影をする大学生や上級生の姿を見
てきたから作りたいと考えたのではないだろうか。また、夢道場や生活の中にカメラを通すと
魅力的に映るものがあったのではないか。いずれにしても外部の人間が与えた刺激がその中心
にあると思う。
地域住民と外部の人の観点は異なる。魅力を感じる部分も違うだろう。だから外部の視点は
効果がある。しかし、このまま同じように関わり続けると馴化する恐れがある。かといって信
頼関係がなくては学生に大きい裁量権が任せられない。この信頼関係は継続的に関わることで
しか生まれない。つまり、地域教育に関わるということは継続的に関わる責任感と新しい観点
を提供することが必要だ。ここまでしてようやく成果というものが自に見えてくる。
??「 「
?
その地域を知らなし1からわかること、知っているからわかることのほかに自分だからわかる
ことを探していきます。その他の地域の取り組むも学ぶことができるので比較して考えること
ができるだろう。継続的に関わることも大切だ。僕は諸事情があり、野菜販売に参加すること
ができなかったOそのため、準備日までと夢道場当日以降で子どもとの関わり方に差があった。
これは一体となることができなかったからだと考えている。またこちらからの依頼のために準
備してくれている人もいる。「してやってるJとしづ気持ちではなく謙虚に関わっていくことが
望ましい。責任感を持って携わることが重要だと感じた。
今後は行事に参加して楽しむ、考察を考えるだけでなく、どのような行事やものであれば積
極的に関わりたくなるのか、それは意味があることなのかについても考えていきたい。
(南角建人)
<<5.主》
l大子町教育ポータノレサイト・さはら小学校( http:/八mvw.daigo. ed. jp/sahara-syo/ )、 2013年 7月
初日宣伝.wmv 参照。
4. rみんなの楽校j プロジェクト活動報告
4-1. 自的及び活動概要
大子町中学校生徒の学力向上を主臣的として、中学校生徒から参加者を募り、学習指導を行
なった。学生と生徒の直接的な関わりを重視し、学習交流以外にも進路相談や生活相談も受け
付け、気軽に参加できる「寺子屋j を自指した。当フ。ロジェクトは「地域と教育j研究会の自
主事業でもあり、企画立案から実施まで学生の裁量に拠るところが大きかった。会場を上関小
学校としたのは、大子町の文化資源として保存されている上向小を活用したかったためで、あり、
中学生に上向小学校を身近に感じてもらいたいからでもあった。もう一つの企画である「ショ
ートフィルムを作ろうjは、上向小学校のPRムービーの作成を通して、中学生に上関小学校
の魅力を実感してもらうことを意図した。
4-2.寺子屋(学習支援、進路指導)
4… 2-1.実施日時
2月2日(日)、 2月8日(土)、 2月9日(日)、 2月 16日(日)、 3月1日(土)、 3月2El (日)
13時'"'-'16時
※実施予定で、あった 2月 15日(土)は大雪による影響で実施できず。
???
4-2-2. 内容
寺子屋事業は土曜日及び日曜日の午後に行った。参加する中学生に宿題やワーク等自分が学
習したいものを持参してもらい、研究会でも多読のための英語教材等を用意した。場所は!日上
向小学校の教室をお借りし、室温が低かったのでストーブの罵りを包むように机を並べた。そ
こに着席して学習をする中学生に対して、大学生が適宜分からないところを解説したり、勉強
の仕方のアドバイスをしたり、質問形式で、達成度をチェックしたりした。教室の中は学習する
他の中学生に迷惑がかからない一定程度の静寂は保たれるように心掛けたが、各自の休憩時間
などに中学生と大学生の間で進学や将来についての意見交換、恋愛相談を含む人生相談なども
行われていた。
4-2-3.感想と考察
学習支援に臨む研究会の方針や立場についてはプロジェクトの合間に設けられたミーティン
グで議論したのだが、結論を出すことはできなかった。
今回の「みんなの楽校j というプロジェクト名が象徴しているように、寺子屋事業は学校教
育とは異なる学びの場の創作を試みているが、あくまでも「がっこうJから脱することはでき
なかった。中学生は学校で課された問題やテスト勉強、受験対策のサポートを大学生に期待し
ており、研究会でもそれらに代わる学びの用意を、午後の寺子屋事業においてはできていなか
った。パンフレットでは「なんでもアリな『楽校J を謡ったが、集中力が切れて遊び始める中
学生らに対して私たちはどう働きかけるべきか分からなかった。寺子屋事業が(試験で求めら
れる)学力向上を自指すものであるのならば席に戻るよう促すべきで、あったが、普段関わる機
会のない異なる中学校に通う中学生向士が、学年を越えて遊ぶことは十分に価値があるように
も思われた。
ある中学生が数学の先生が出したとし 1う難解なノ之ズ、ノレ形式問題の宿題を持参していたのだが、
「これは入試に出なし 1から大丈夫。Jとしづ言葉がつい自分の口から出てしまいハッとすること
があった。プロジェクト後の反省の中で、中学生が学校から出された宿題をIB上岡小で、取り組
み、分からないことがあれば開くとしづ形態であれば、開く相手がわざわざ遠方の筑波大学か
ら来る学生である必然性はないのではとし¥う意見も研究会メンバーから挙げられた。
社会教育、生涯学習を専攻する「地域と教育j研究会は、大子町教育委員会学校教育課と連
携するこのプロジェクトを行うに当たって、受験及び受験勉強を、学歴社会を、学校教育をど
のように位置付けたうえで、中学生と関わるべきだ、ったのだろうか。メンバ一個人の中で、も解
決しない問題について、研究会として統一的な方針を決定することは困難で、あった。
ただし、すべての学びを全集合として、そのうちの非学校教育的要素がすなわち社会教育的
要素であるというような単純な図式は成立しないであろう。そのこともまた、「みんなの楽校j
プロジェクトの中で実感させられたのであった。
寺子屋事業の中で気がかりだったこととしてもう一つ、プロジェクトに参加したすべての中
?
?
?
「 「
?
学生が魅力的な子であったのに関わらず、はじめにあった元気が学習の時間が経過するごとに
失われ、小さく縮こまってし 1く様子が一部の中学生の間で見受けられた点が挙げられる。彼ら
から話を潤いてみると、進路選択なども両親の絶対的パワーを受けながら自分を過小評価した
うえで、行われているようだ、った。学びを試みようとすればするほど、反比例して問題を解くこ
とができない、理解できない自身への肯定感を失っていく姿は見ているのが辛く、どうしたら
自尊心を削ることなく彼らが学習することができるだろうかと苦心した。
最終日の感想の中でプロジェクトの前半で自信をなくした様子を見せていたある中学生が、
「分からない勉強も教えてもらうことで、できるようになったし、昼食なども含めてすごく楽
しい時間を過ごすことができた。jとしづ言葉を綴っていたことに私たち自身非常に救われる思
いだ、った。
4-3. ショートフィルムを作ろう
4-3-1. 内容
ショートフィルム作りは日曜日の午前中に行なった。当企画は寺子屋事業とは独立しており、
参加は任意であったが、結果として寺子屋に参加したほぼすべての生徒がショートフィルムづ
くりに参加した。参加者を男女のチームに分け、それぞれがフィルムを作った。学生は企画の
趣旨や動画作成の大まかなアウトラインを説明し、行き詰った様子が見て取れたらアド、バイス
を加えたりした。撮影やPCを使った編集作業に関しては積極的に支援したが、基本的に生徒た
ち自身がロケハン、企画・脚本、スケジュール管理などを行なった。
全行程は実質3日間の内に行なわれた。時間的にはかなり厳しいところもあったが、どちら
のグルーフ。も時間までに完成度の高い作品を撮り終えた。完成した作品は、「みんなの楽校j最
終日に保護者、地域の方々に向けて上映した。
4-3-2. 感想
彼らの発想力や行動力には驚く点が多かった。女子のグ、ノレーフ。はお気に入りの曲『ロストワ
ンの号突』を題材にして、 PV風に作品を作った。学校中にある素材を活用し、歌詞を再現しよ
うと奮闘していた。撮影の準備を進める中で、入手
が足りなかったのだろうか、同じ中学の友人に、「今
すぐ学ラン着て、来て!Jと電話をした。数分後、
学生服を着た男子生徒が来た特には非常に驚いた。
彼は元々「みんなの楽校j に参加する予定はなかっ
たが、その後も全日参加してくれた。
男子のチームは、初めの企画段階で面白い提案を
いくつもしていた。学校を題材にするのだから、『図
書館戦争』になぞらえてみる、とか、物理的に撮影
? ??
??
図1寺子屋の風景
不可能なシーンも絵にかいて表現すればいい、とか、柔軟な発想が見られた。結果的に、上回
小を題材にしたミステリ一作品に仕上がった。彼らは女子のチームとは違い、違う中学校の生
徒が混在し、さらに学年も違っていた。人数が足りないため、学生も一人そのチームに加わっ
た。初めは中学や学年という壁があり、ぎこちない様子で、あったが、数時間もすればふざけあ
いながら撮影をする中になっていた。年上の生徒が年下の生徒を制する構関も形成されており、
終始にぎやかに撮影を行なっていた。
彼らのフィノレムづくりの様子を見る中で、主体性を
感じることが非常に多かった。実は、 3日間という短
さもあったため、初めのうちはフィルムが完成しない
のではなし 1かと危慎していた。突然映画を作ることに
なって、何を作りたいかが見つけられなかったり、中
学生特有の恥ずかしさが出てきたりと、国難が多いよ
うに感じていた。しかし、実際に彼らの様子を見ると、
どんな作品を作るかがはっきりとしており、完成させ
るためには次に何をやるか、より完成度を高めるには
図2 校庭で遊ぶ
どうすればよいか、といった主体性があらゆるところで感じ取れた。
もう一つ印象深かったのは、彼らの中にある粋である。言葉に出すと仰々しくなってしまう
が、おそらく彼らにとってはそれ程大層なものでもなく、ただ同年代の中学生と一緒に活動し
ているだけのことかもしれない。だが、電話一本で詳細不明な企画に参加したり、違う中学の
下級生を制したりする姿を、自分が中学生だ、った時の経験を通じて見ると、それは意外と大変
なことのように感じる。全ての撮影が終了し、寺子屋での学習も煮詰まってきたときに、生徒
抜け出してが校庭で遊んでいたのを見たとき、特にそれを強く感じた。学校や学年の境界は一
切見られなかった。
4-4. その他
地域の人たち対象には、 18上関小学校がロケ地として使われている阿部連続ドラマ小説『お
ひさま』総集編、黒沢中学校開校ドキュメンタリ一、大子町懐かしフィルムの上映会、お茶会、
「ショートフィノレムを作ろうj完成上映会を行った。
地域の小さい子どもからお年寄り、観光客など様々な方に参加していただいたのだが、参加
者の年齢層が幅広し1からこそ、上映会における休憩時間の設け方や、足の不自由な方への配慮、
用意するお茶菓子の内容など多くの場面で想像力を{動かせねばならなかった。
4-5.全体の感想と考察
最後の記念撮影を済ませた後、『ロストワンの号突』組の女の子たちが「ねえねえ、面白いも
の見れるからおいでよ!Jと音楽室へ手招いてくれた。音楽室へ入って行くと、ときおり漫画
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をバラバラとめくり「勉強が嫌い。Jと言いながらも、寺子崖へ通い続けてくれた男の子がグラ
ンドヒ。アノの鍵盤の上に手を置き、ホノレスターによる組曲『惑星Jの「木星jを演奏し始め、
『ロストワンの号央』主演の男の子が、 2014年ソチオリンピック男子フィギュアスケート金メ
ダリスト羽生選手を想わせる滑りを、板張りの床の上で披露した。ピアノの演奏は力強く美し
く、絢を打つもので、華麗な滑りは終始みんなを笑わせてくれた(図3)。その素敵なショーは、
!日上関小(廃校)すなわち古き善きもの・ノスタノレジーというイメージを越え、今を生きる人々
の居場所、少年少女の素敵な遊び場となる可能性を感じさせてくれた。
図3 音楽室でショータイム
大子宮了が抱える人口減少問題は極めて深刻であり、朗らかな地域の人々の間に暗し 1影を落と
している。厚生労働省によると 2040年までに大子町の人口は約1万人減り、現在の人口の51.
4弘にまで減少するとされている 10 I日上陪小学校が文化財指定を受ける予定で、あることを保護
の会の方々から伺ったが、この件に関しでも手放しに喜べるわけで、はない。文化財として登録
されれば助成金など公の援助を受けることは可能になるが、増改築ができないなど制約が課さ
れる(例えば、現在食堂オープンのための工事が行われているが、文化財指定後はそのような
試みは不可能となる)。地域住民の!日上向小に対する自由度を下げても文化財指定を受ける決定
を下した理由について、保護の会の方は、保護の会メンバーの高齢化に伴う将来的な管理能力
の低下を挙げていた。
保護者の会代表の菊池さんが、最後の挨拶において私たち研究会に向けて発した「我々(保
護者の会、地域住民)も努力してまいりますので、どうぞ力を、アイディアを貸してください。」
としづ了重なお言葉を、真撃に受け止めたい。
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今回のフ。ロジェクトでは、秋に宮城県山元町へ行った研究会メンバーが関わったりんごラジ
オ開局時にシステムコンサルタントを行った、 FMながおかの代表取締役社長とアナウンサーの
方と!日上関小学校で、偶然の出会いを果たすなど、縁を意識する機会が多々あった。その縁は研
究会の活動の積み重ねや、メンバーそれぞれの日々の積み重ねによって紡がれているのであろ
フ。
(佐々木美佳・谷田部大地)
<5.主》
I1主立社会保障・人口問題研究所(2013) i日本の地域別将来推計人口(平成25(2013)年 3月推計)J。
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